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【定義】

主に細菌などの増殖を抑制する効果が認められた，高分子化合物のこと。

【説明】

ポリマー（重合体）とは，分子量の小さいモノマー（低分子化合物）が繰り返し連なり結合した高分子化合

物のことであり，モノマーの構成や構成比，分子量によってその特性が変わる。モノマーの化学構造によって，

ポリマーに幅広い特性をもたらし，医療，食品，生活環境など様々な分野への応用が期待される。

抗菌性を示すポリマーは，一般的に抗菌ペプチドの構造を模倣しており，その多くは共通して，カチオン性

の親水部位と疎水部位の両方から構成される正の電荷をもった両親媒性構造である。抗菌ペプチドは，ヒトを

含む哺乳類などの生物の免疫機能として自然に備わっており，多様な微生物に対して有効である。これらは負

電荷を帯びている細胞膜に静電的相互作用で結合し，膜中に細孔を形成することで膜損傷や破壊を引き起こし

て抗菌作用を示すメカニズムを有しており，両親媒性のバランスはその活性に関与することが確認されている。

よって抗菌ポリマーにおいても，両親媒性の構造がカギとなり，カチオンと疎水モノマーの構成が細菌等への

抗菌活性に大きな影響を与える。

抗菌ポリマーの中では，メタクリル酸ジメチルアミノエチル（親水性領域）とメタクリル酸エチル（疎水性

領域）を併せ持った両親媒性ポリマー（親水性：疎水性比＝60:40，Mw45,000）が細菌以外にもAspergillus

brasiliensis，Cladosporiumcladosporioidesなどの真菌類に対して効果が高く，化粧品防腐・防黴剤などへの利

用が進められている。
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